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１．研究計画の概要 
今日の社会では、社会全体の個人化、心理

主義化、文化の多元化と消費の多様化に見ら
れるように、社会の「液状化」と「連帯」の
喪失といった、「社会的なるもの」が失われ
ていく事態が進行しつつある。 
それが顕著に表れる領域として、まず第一

には階層間格差による連帯の喪失、第二には、
ケアの個人化とアディクション等の様々な
病理の登場が挙げられるだろう。それは、他
の階層間のみならず、同一階層間での「他者」
へのまなざしを消失させ、またしばしば、ケ
アを個別化・自己責任原則へと帰着させつつ
ある。 
本研究は、主として階層分化、対人援助と

社会の「液状化」との関連を実証的に解明す
ると共に、それを元にした現代社会での新し
い「連帯」の社会理論の構築を目指すもので
ある。 
 階層分化と個人化、ケアの心理主義化の中
で争点と立ち現れる承認構造を、プロジェク
トメンバーの背景を生かしつつ、個別具体的
な事象に定位しつつ、新しい「社会連帯」の
理論構築につながることも構想するもので
ある。 
 
２．研究の進捗状況 
 2008年度は 5回、2009年度は 7回、2010
年度も 7回の研究会を開催し、予定していた
研究スケジュールに従って順調に研究活動
を進めてきている。 
また、平成 22 年度には、本研究活動の大

きな柱である社会調査（近畿地方における調
査票調査）を実施し、データ解析と社会学的
知見への反映を進めつつある。 
本研究は、現代日本社会の「液状化」が進

展する中での社会的階層分化と個人化、そし
てケアの心理主義化との関連を、社会調査を
通じて実証的に解明すると共に、現代日本社
会のそうした現状を踏まえ、新たな「社会的
連帯」の可能性を探求することにある。すな
わち、社会学の普遍的テーマである「社会的
なるもの」の喪失と再生を、「承認」「分配」
といった鍵概念を用いながら、経験的次元で
確認し構想することにある。 
本研究は、近畿地方を対象に実施した調査
票調査を通じて、理論的探求とその批判的検
討を踏まえた実証的段階に入っており、着々
と研究課題に取り組んでいるところである。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
上述の通り、本研究においては、研究活動の
順調な進捗により、所期の研究目標・内容を
確実に達成することができているところで
ある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度となる本年度は、プロジェクトメ
ンバー全員が参加する研究会を精力的に開
催し、本研究の二大プロジェクトである、「階
層化とライフスタイル」「心理主義化とケア」
について、昨年度実施した定量・定性調査の
分析を行い、理論的課題の整理と検討に取り
組む。また、メンバー各自が分担する補完的
テーマについても、上記二大プロジェクトに
関連させながら研究活動を進め、最終報告に
まとめる作業に取り組む。 
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